
令和４年度前期学校評価 教職員の集計

少人数指導の強みを生かして、個別指導に取り組んでいる。

課題もあるので、できていないところに重点を置いて取り組んでいきたい。

話し合う機会を多く設定している。明木小との直接交流やオンライン授業など

で、話し合いの機会を計画的に増やしていきたい。



行事や集会等の「終わりの会」では、児童の感想発表の時間を設けて、ほとん

どの児童が感想や感謝の気持ちを発表することができている。

経験することが大切なので、これからも伝える機会をたくさん作っていきたい。

宿題等はきちんとがんばっている。自主学習も年齢に応じてできるように支援

していきたい。



まず読書の習慣を身につけることが大きな課題である。場面や環境の設定して、

身近に本が手に届くようにしていきたい。

少人数の中で、さらに個に応じた支援を行い、その子の良さを引き出していき

たい。

とても仲がよく兄弟姉妹のようであるが、時にはトラブルが生じることもある。

その際は、対応できる力をつけられるようにじっくり考えさせたい。



特に大人への言葉遣いはきちんとできている。多くの大人と出会う機会を作っ

ていきたい。

話をよく聞こうとする姿勢が多く見られる。長い時間になると、注意力が低く

なる時もある。

ほとんどの児童が約束やルールを守って学校生活を送っている。



問題の早期解決と未然防止に校内連携しながら進めている。

「いじめゼロ」をめざし、あらゆる手を尽くして対応に当たっている。

ほとんどの家庭でできているが、100％をめざして支援していきたい。



外でよく遊んでいる。運動会に向けて一輪車の練習に励む姿が多く見られた。

校舎は古いが、教職員、保護者、市の環境支援員の定期的に環境の整備と保全

を努めている。

学校存続という大きな課題を共有して、連携・協働に努めている。地域の支援

でふるさと学習も年々充実してきている。



5・6年生の週1回の合同学習が定着してきている。オンライン学習や合同社会

見学なども増えてきて、一貫教育に向けて交流が進んでいる。

コロナ禍で地域の行事が中止、縮小しているが、開催される行事には親子で積

極的に参加している。

少人数なので各負担は大きいが、それぞれの得意分野を生かした校務分掌で協

働している。



ICTを使って文書管理を今後も積極的に進めていきたい。会議のペーパーレス

化も進んで取り組んでいる。

勤務の超過がないように進めているが、超過が生じた場合は回復を確実に実施

していきたい。


